
沖縄県日本語教育研究会 第 15回大会 プログラム 

 

 ■日時：2018 年 3 月 3 日（土曜日） 13：00 - 17：15（受付 12：30-） 

 ■会場：琉球大学国際教育センター（〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町千原 1 番地） 

 ＊アクセス：http://www.u-ryukyu.ac.jp/univ_info/general/access/index.html 

 ＊キャンパスマップ：http://www.u-ryukyu.ac.jp/univ_info/images/campusmap2016_large.jpg 

（22 番の地域国際学習センタービル内） 

 ■参加費：500 円（資料代・お茶代） 

 ■問合せ先：沖縄県日本語教育研究会 琉球大学事務局  名嶋義直 

       najimay あっとマーク lab.u-ryukyu.ac.jp 

 

 1階 110教室 1階 107教室 1階 101教室 2階 203教室 

 司会：名嶋義直 司会：加藤登美子 司会：山元淑乃 司会：赤嶺ゆかり 
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13:00 

 〜 

13:30 

大 塚薫 （ 高知 大

学）・古田島和美（中

国常州大学）・林翠

芳（高知大学） 

 

学習者主体の日中

混成グループ別遠

隔日本語ピア・ラー

ニング授業の実証

研究 

串田紀代美（アメリ

カ・カナダ大学連合

日本研究センター） 

 

 

中上級日本語教育

機関における待遇

表現の教育実践事

例 

立川和美 

（流通経済大学） 

 

 

 

留学生のテキスト

メッセージにおけ

る日本語情報伝達

に関する一考察-携

帯メールの顔文字

使用を通して 

杉本絵美（沖縄国

際大学 大学院生） 

 

 

 

沖縄県における年

少者日本語教育の

現状と課題―日本

語指導担当者への

インタビューより

― 
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13:35 

 〜 

14:05 

山森理恵 

（横浜国立大学） 

 

日本語授業におけ

る批判的リテラシ

ーを育む試み－発

表を通じての学習

者の変化から－ 

天願千里佳（沖縄国

際大学 大学院生） 

 

EPA介護福祉士候補

者の来日動機に関

する一考察―沖縄

県における外国人

介護人材の促進に

むけて― 

大塚明子（専修大学 

大学院生） 

 

ナラティヴを引き

出す会話ストラテ

ジー 

赤嶺ゆかり 

（琉球大学） 

 

「沖縄文化」を教

えるためのリフレ

クション―記録か

らわかること― 
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14:10 

 〜 

14:40 

松本明香（東京立正

短期大学） 

 

 

非日本語教員の「言

葉に対する意識」－

「留学生指導の経

験」の語りから－ 

加藤登美子 

（琉球大学） 

 

 

南洋諸島からの留

学生が留学に対し

て抱く不安に関す

る調査 ―パラオ、

マーシャル、ミクロ

ネシアの留学生を

中心に－ 

 

二宮理佳（中央大

学）・金山泰子（国

際基督教大学） 

 

応答表現の使い分

けに関する考察 

宮前純子（広島市

立大学 大学院生） 

 

広島市における

「やさしい日本

語」の取り組みに

ついて 

 

14:40 

 〜 

15:05 

休憩・懇談会 25分 

 

 1階 110教室 1階 107教室 1階 101教室 2階 203教室 

 司会：山元淑乃 司会：葦原恭子 司会：渡真利聖子 司会：佐々木香代子 
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15:05 

 〜 

15:35 

石澤徹 

（東京外国語大学） 

 

進学予備教育にお

ける専門科目担当

教員の日本語に対

する意識―専門科

目と日本語科目の

アーティキュレー

ションを目指して

― 

藤井みゆき（沖縄科

学技術大学院大学） 

 

映像を活用した日

本語授業 

大山理惠 

（同志社大学） 

 

音声評価・分析によ

る日本語学習者の

韻律的特徴 

坂田一浩・横田葉

子（北陸大学） 

 

大学留学生別科に

おける「日本事情」

教育―金沢での実

践例とその課題― 
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15:40 

  〜

16:10 

坪根由香里（大阪観

光大学）・八田直美

（国際交流基金）・

小澤伊久美（国際基

督教大学）・嶽肩志

江（横浜国立大学） 

 

韓国人新人日本語

教師は学習者をい

かに動機づけよう

と考えているか 

菅陽子 

（東北大学） 

 

専門職大学院の日

本語教育に期待さ

れる役割と課題－

国際会計政策大学

院（東北大学）を事

例として－ 

 

王伸子 

（専修大学） 

 

「ボイスサンプル」

を応用した日本語

音声指導と教師研

修 
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16:15 

  〜

16:45 

横溝紳一郎 

（西南女学院大学） 

 

日本語教育力の向

上を主目的とした

養成課程の中で，受

講生はどのように

変容するのか 

 

葦原恭子（琉球大

学）・奥山貴之（沖

縄国際大学）・塩谷

由美子（東京富士大

学）・島田めぐみ（日

本大学） 

 

高度外国人材に求

められる「仲介」ス

キルとは―タイで

活躍する高度外国

人材に対する実態

調査を中心に― 

奥野由紀子 

（首都大学東京） 

 

縦断的な発話デー

タから見る日本語

学習者の言語変化 
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16:50 

  〜

17:15 

全体会 

 

 

 

 


